
「文化振興ビジョン」（2012）の検証

１ 市民文化活動の充実と支援

●文化活動に対する支援（文化協会や加入団体に対して）

●公民館や図書館等における文化活動の状況と支援

●文化会館における文化活動の状況と支援

資料３

　すべての市民が何らかの文化的な活動に参加したいと願えば、身近にその受け皿が用意さ
れていることは、望ましいかたちです。市内各地域の公民館では地域に密着した幅広い生涯
学習の場が用意され、文化会館や市民館、図書館、歴史民俗資料館などでは、独自の事業に
より市民文化活動を支援しています。また民間においても、山陽小野田市文化協会に加入す
る１８０団体以上の多彩なグループがそれぞれに文化活動を営みながら、協会としても市民
文化祭などの全市的な文化活動を展開しています。
　そうした個人・団体の市民文化活動に対し、一層の充実を図るために、様々な形で、その
育成・支援に取り組みます。
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２ 活動の場とその整備

ⅰ）文化施設の改善・整備

●文化会館の整備

●市民館の整備

●その他の文化振興施設の整備

●民間施設の活用の状況

　日常的な活動の場は内容によっては自ら準備することが可能だとしても、発表会などの場
となると、一定の規模と設備の整った施設が必要になります。同時にそこは、各種団体間の
交流の場ともなり、そうした活動の場、あるいは発表の場、さらには発表の機会の確保は、
身近な文化芸術の振興や伝統文化の伝承には欠かせない重要なものです。しかしながら、民
間の文化施設が少ない本市にあっては、当面は行政が提供する施設の利用が中心となり、そ
うした場として文化会館と市民館を中核として図書館、歴史民俗資料館などのほか、公民
館、きらら交流館、それにきららガラス未来館や竜王山オートキャンプ場などの体験型学習
施設などが用意されています。
　今後、それらの施設の現状を改めて検証しながら、文化振興施設としてふさわしい改善を
進めるとともに、必要であれば新しい施設の導入も検討していきます。
また民間の施設についても、幅広く調査しながら、その活用を一層進めることが重要です。

　市内の各文化施設においては、建設から相当の年数を経ているものも尐なくありません
が、特に改善が急がれる施設として、老朽化の著しい市民館が挙げられます。
　市民館は、市の文化振興拠点である文化会館とは異なる環境や機能を持ち、活用方法も多
様であるため、その良さを引き出せるような改善を図る必要があります。また、各公民館も
老朽化・経年劣化が激しく、地域の市民文化活動を支える施設として必要な整備を進めてい
かなければなりません。
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ⅱ）市民ギャラリー機能の充実

●（民間も含めて）アーティストの作品展示にふさわしい場の状況

　音楽や舞踊など、舞台を利用して発表する場はありますが、絵画や写真などを展示する常
設のギャラリーは市内にありません。「市民ギャラリー」は、地元アーティストに発表の場
を提供するとともに、市民にとっても日常的にさまざまな芸術に触れる機会を創出します。
　今後、各施設において、発表の場としてのギャラリー機能の充実を図るとともに、常設
ギャラリーについては民間施設の活用も視野に検討していきます。
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３ 人材の確保と育成 ～民間との連携～

●専門的な人材の確保と活用

●行政職員の研修参加

●指定管理者制度の導入

　せっかくの施設を活かすには、管理運営にあたってあらゆる面で利用しやすい方策をとる
とともに、その使用目的に明るい専門的な人材の確保が欠かせません。また、文化芸術振興
についても専門性を持った人材の確保が重要となります。そのためにも、行政職員の積極的
な研修参加をすすめ、また適切な外部人材の登用や、指定管理者制度の導入、ＮＰＯ法人な
ど民間との連携を図りながら、人材の確保と育成に努めます。
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４ 鑑賞機会の充実

●芸術公演等の実施状況

●子ども対象の開催状況

●近隣自治体との連携開催

●練習公開などの取組

　文化芸術に親しむ心を育てるには、普段触れることがまれな優れた芸術公演などを鑑賞す
る機会を広く市民に提供することが重要です。特に感受性豊かな子どもたちにとっては、胸
弾む感動の記憶となって、自ら文化活動に加わるきっかけにもなります。こうした芸術公演
は単独開催だけでなく、近隣自治体との連携も含めて、中・長期的な計画のもとで鑑賞機会
を確保していきます。
　また、一流の芸術公演の際に公開練習を組み、市民にその一端を味わっていただく機会を
設けるなど、視点を変えた取組みなどを通して、文化芸術との新たな接触の機会を創出する
ことにも努めます。
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５ 子どもたちの文化芸術鑑賞機会の充実

●子ども対象の開催状況（再掲）

　文化的な風土を育てていくうえで特に重要なことは、子どもたちが幼い時期から文化や芸
術に親しむことです。美しい自然、身近な文化芸術や文化財から、一流アーティストによる
文化芸術に至るまで、子どもたちが自らの心と体で触れることによって、より豊かな情操が
育っていきます。
　現在本市では、山口県主催の山口県巡回芸術劇場、（財）日本青尐年文化センター主催の
青少年芸術劇場、文化庁主催の次代を担う子どもの文化芸術体験事業（巡回公演）、（財）
地域創造の公共ホール音楽活性化事業など、学校現場においても本物の文化芸術に触れる機
会を提供しています。また、主催文化イベントでは親子で楽しめる公演を企画したり、クラ
シックコンサートなどでは子ども向けに格安のチケットを用意したりするなど、気軽に文化
芸術に触れる機会を提供しています。これらの活動は大人や保護者の理解はもとより、学校
教育現場との連携も重要です。今後もそうした連携を密にしながら、子どもたちの文化芸術
鑑賞機会の充実に努めます。
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６ 推進体制の確立と団体の支援

●文化協会の状況

●官民協働の新しい体制？財団設立の検討状況

　多様な文化の振興を図るためには、推進体制の確立が必要です。全市的な文化組織として
は山陽小野田市文化協会があり、市民文化祭を市と共同で毎年開催するなどさまざまな催し
を行っていますが、その運営は、資金面及び専門スタッフが十分とは言えず、決して万全と
は言えないのが現状です。今後の文化振興においては、市と民間との役割分担も進めなが
ら、官民協働の新しい体制による事業推進が求められ、その確立・整備について検討を進め
ます。
　また、営利目的とは縁遠い文化活動では、資金不足が共通の悩みです。各団体が自主的な
財政運営の健全化を図ることは重要ですが、市としては日々の文化活動が停滞しないよう、
文化芸術活動市民や団体に対し一定の支援を行います。
さらに、将来的には、全市的な文化振興の一翼を担う財団の設立についても検討課題として
調査・研究を進めます。
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７ 文化情報の発信

●文化活動情報の発信

　市民によるさまざまな文化活動は、その情報の多くを主催する団体や個人が自力の範囲内
で発信している状態です。もちろん、市広報紙にも公演情報などが掲載されますが、紙面の
制約もあって、すべての情報を十分に市民に届けられていないのが実情です。これら膨大な
量の情報を収集・整理し発信するためには、定期的な冊子の作成・配布、インターネットの
ホームページ活用、コミュニティ放送局の活用など、あらゆる情報発信ツールの活用が重要
となります。今後もそうした情報発信ツールを十分に活用し、さまざまな文化情報の収集・
発信に努めます。
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８ 特色ある文化イベントの開催

●独自文化イベントの開催状況

　平成６年に文化会館が建設され、翌年の平成７年から継続して実施している「ピアノマラ
ソン大会」は、本格的なホールで誰でも参加できる特色あるイベントとして定着しており、
市内はもとより市外や県外からも多くの出場者があります。また、平成１８年の国民文化祭
の翌年から継続して実施している「山陽小野田尐年尐女合唱祭」は、例の尐ない児童合唱の
祭典として、また他団体との交流事業として意義深いものがあります。そのほか、より多く
の人が参加できるように企画した世代別のイベントや、一流芸術との交流事業など、本市独
自の特色ある文化イベントの充実発展を図るとともに、民間活力を利用した新たな発想によ
る事業や新規交流事業の展開にも努めます。
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９ ガラス文化の振興

●現代ガラス展の実施状況

●きららガラス未来館の状況

　旧小野田市出身のガラス作家 故竹内傳治氏の指導のもと平成１３年に始められた「現代
ガラス展」は、若手ガラス作家のためのコンペティションとして、３年に一度のトリエン
ナーレ方式※で開催しています。現在この公募展の位置づけは高く、若手作家の登竜門的コ
ンペティションとして高い評価を受けており、本市が発信する文化交流事業として貴重な存
在です。この現代ガラス展は、古代の須恵器から近代の硫酸瓶に至る窯業の伝統の上にガラ
スという新たな文化の定着を図るための事業の一環であり、この「現代ガラス展」と公設工
房「きららガラス未来館」を基軸としたガラス文化の振興を本格的に前進させる時期に来て
います。ガラス文化の薫るまちとしての意識の定着に力点を置き、本市の特色ある文化振興
事業の一つとして明確に位置づけ、その充実・発展に努めます。
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●ガラス文化の市民への定着・浸透
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◇その他

かるた文化

12 ページ


